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宋
代
文
人
の
富
貴
觀

─
─
龍
涎
香
の
愛
好
を
中
心
に
─
─

	

坂
井
　
多
穂
子

は
じ
め
に

　

南
宋
を
代
表
す
る
詩
人
、
楊
萬
里
（
一
一
二
七
〜
一
二
〇
六
）
に
、
咲
き
初
め
し
木
犀
の
芳
香
を
詠
っ
た
七
律
が
あ
り
、
尾
聯
に
、

詩
情
惱
得
渾
無
那　
　

詩
情　

惱
ま
し
得
た
る
も　

渾
て
那い
か

ん
と
も
す
る
無
し

不
爲
龍
涎
與
水
沈　
　

龍
涎
と
水
沈
と
が
爲
な
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
楊
萬
里
「
木
犀
初
發
呈
張
功
父
」『
全
宋
詩
』
卷
二
二
九
七
）

と
い
う
。「
詩
情
」、
す
な
わ
ち
詩
を
作
り
た
い
と
い
う
氣
持
ち
が
高
ぶ
っ
て
ど
う
し
よ
う
も
な
い
が
、
そ
れ
は
木
犀
の
花
の
香
り
の
せ

い
で
あ
っ
て
、
龍
涎
香
や
沈
香
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
主
旨
に
な
ろ
う
。
木
犀
の
芳
香
を
主
題
と
す
る
こ
の
詩
に
、
な
ぜ
わ
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ざ
わ
ざ
龍
涎
香
や
沈
香
が
登
場
し
、
木
犀
の
引
き
立
て
役
を
演
じ
さ
せ
ら
れ
た
の
か
と
い
え
ば
、
當
時
の
實
態
と
し
て
は
、
む
し
ろ
こ

の
二
つ
の
香
こ
そ
が
、
宋
代
文
人
の
「
詩
情
」
を
掻
き
立
て
て
き
た
高
貴
な
香
の
主
役
と
見
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
本

稿
で
は
、
楊
萬
里
の
こ
の
詩
句
が
示
唆
す
る
内
容
に
導
か
れ
つ
つ
、
宋
代
文
人
が
珍
重
し
た
二
つ
の
香
、
と
く
に
龍
涎
香
に
焦
點
を
當

て
、
文
人
と
香
の
關
わ
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
年
の
研
究
＊1

に
よ
れ
ば
、
宋
代
に
お
け
る
龍
涎
香
と
沈
香
は
、
愛
好
し
た
階
層
や
身
分
が
異
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、
前
者
を
愛
好
し
た
の
は
皇
族
た
ち
で
あ
り
、
文
人
は
主
と
し
て
後
者
を
愛
好
し
た
、
と
い
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の

相
違
は
、
龍
涎
香
が
よ
り
希
少
で
高
價
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
冒
頭
の
楊
萬
里
の
詩
句
に
明
ら
か
な
よ

う
に
、
龍
涎
香
が
當
時
の
文
人
た
ち
に
ま
っ
た
く
手
の
届
か
な
い
高
嶺
の
花
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
時
代
は
下
る
が
、
淸
供

の
品
々
を
記
錄
し
た
、
明
の
文
震
亨
『
長
物
志
』（
卷
十
二
「
香
茗
」）
に
も
、
龍
涎
香
は
「
伽
羅
」
に
次
ぐ
二
番
目
に
記
載
さ
れ
て
お

り
（
沈
香
は
三
番
目
）、
遲
く
と
も
明
代
に
は
文
人
の
「
長す
ぐ
れ
も
の物」

と
し
て
、
す
で
に
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
る
。

　

で
は
、
龍
涎
香
は
如
何
に
宋
代
文
人
の
「
詩
情
」
を
掻
き
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
黄
庭
堅
や
蘇
軾
を
始
め
、
個
別
の
文
人
と
香
全

般
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
＊2

は
散
見
す
る
が
、
特
定
の
香
、
と
く
に
龍
涎
香
の
受
容
に
つ
い
て
、
宋
代
文
人
全
體
に
調
査
對
象
を
廣

げ
て
論
じ
た
研
究
は
、
管
見
の
限
り
で
は
未
だ
見
ら
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
龍
涎
香
が
宋
代
文
人
の
日
常
生
活
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入

れ
ら
れ
普
遍
化
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
、
適
宜
、
沈
香
の
場
合
と
比
較
し
つ
つ
、
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
　
香
譜
類
に
お
け
る
龍
涎
香

　

龍
涎
香
は
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
體
内
の
結
石
と
言
わ
れ
、
動
物
由
來
の
香
で
あ
る
。「
龍
の
涎
」と
い
う
神
話
め
い
た
名
稱
は
、
從
來
、
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九
世
紀
半
ば
か
ら
十
世
紀
は
じ
め
（
唐
末
か
ら
五
代
十
國
）
に
か
け
て
誕
生
し
た
と
い
う
説
＊3

が
有
力
で
あ
る
の
で
、
中
國
傳
來
も

こ
の
頃
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
、
沈
香
が
中
國
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
後
漢
の
頃
と
推
測
さ
れ
る
＊4

か
ら
、
龍
涎
香
の
傳
來
は
沈
香
に

比
べ
か
な
り
遲
い
。
北
宋
の
蔡
絛
『
鉄
圍
山
叢
談
』
卷
五
＊5

に
、
龍
涎
香
に
關
わ
る
次
の
よ
う
な
逸
話
が
見
え
る
。

　

奉
宸
庫
者
、
祖
宗
之
珍
藏
也
。
政
和
四
年
、
太
上
始
自
攬
權
綱
、
不
欲
付
諸
臣
下
、
因
踵
藝
祖
故
事
、
檢
察
内
諸
司
。（
中
略
）

時
於
奉
宸
中
得
龍
涎
香
二
、
琉
璃
缶
・
玻
璃
母
二
大
篚
。（
中
略
）
香
則
多
分
賜
大
臣
近
侍
、
其
模
製
甚
大
而
質
古
、
外
視
不
大
佳
。

每
以
一
豆
火
爇
之
、
輒
作
異
花
氣
、
芬
郁
滿
座
、
終
日
略
不
歇
。
於
是
太
上
大
奇
之
、
命
籍
被
賜
者
、
隨
數
多
寡
、
復
收
取
以
歸

中
禁
、
因
號
曰
「
古
龍
涎
」。
爲
貴
也
、
諸
大
璫
爭
取
一
餅
、
可
直
百
緡
、
金
玉
穴
、
而
以
青
絲
貫
之
、
佩
於
頸
、
時
於
衣
領
間

摩
挲
以
相
示
、
坐
此
遂
作
佩
香
焉
。
今
佩
香
、
因
古
龍
涎
始
也
。

　

奉
宸
庫
な
る
者
は
、
祖
宗
の
珍
藏
な
り
。
政
和
四
年
、
太
上
始
め
て
自
ら
權
綱
を
攬
り
、
諸こ
れ

を
臣
下
に
付
す
を
欲
せ
ず
、
因
り

て
藝
祖
の
故
事
を
踵つ

ぎ
て
、
内
諸
司
を
檢
察
す
。（
中
略
）
時
に
奉
宸
中
に
於
い
て
龍
涎
香
二
、
琉
璃
缶
・
玻
璃
母
二
大
篚
を
得

た
り
。（
中
略
）
香
は
則
ち
多
く
大
臣
近
侍
に
分
賜
す
る
も
、
其
の
模
製
甚
だ
大
に
し
て
質
古
く
、
外
視
大
い
に
は
佳
か
ら
ず
。

一
豆
火
を
以
て
之
を
爇
す
る
ご
と
に
、
輒
ち
異
花
の
氣
を
作
し
、
芬
郁
座
に
滿
ち
、
終
日
略
ぼ
歇
き
ず
。
是
に
於
い
て
太
上
大
い

に
之
を
奇
と
し
、
命
じ
て
賜
は
る
る
者
を
籍
し
、
數
の
多
寡
に
隨
ひ
て
、
復
た
收
取
し
て
以
て
中
禁
に
歸
せ
し
め
、
因
り
て
號
し

て
「
古
龍
涎
」
と
曰
ふ
。
貴
と
爲
る
や
、
諸
大
璫
爭
ひ
て
一
餅
を
取
り
、
百
緡
に
直あ
た

る
べ
し
、
金
玉
に
穴
し
、
而
し
て
青
絲
を
以

て
之
を
貫
き
、
頸
に
佩
び
、
時
に
衣
領
の
間
に
摩
挲
し
て
以
て
相
ひ
示
し
、
此
に
坐よ

っ
て
遂
に
佩
香
と
作
る
。
今
の
佩
香
は
、
古

龍
涎
に
因
り
て
始
ま
る
。
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北
宋
徽
宗
の
政
和
四
年
（
一
一
一
四
）、
宮
中
の
寶
物
藏
で
「
古
龍
涎
」
が
發
見
さ
れ
、
珍
重
さ
れ
た
樣
子
を
描
く
。
徽
宗
が
太
祖

に
な
ら
っ
て
内
侍
省
を
視
察
し
た
折
に
、
古
い
龍
涎
香
の
大
塊
二
つ
を
發
見
し
、
臣
下
に
分
け
與
え
た
。
見
た
目
は
醜
い
も
の
の
、
小

火
で
あ
た
た
め
る
と
、「
異
花
の
氣
」
を
發
し
、「
芬
郁
」
た
る
芳
香
が
座
に
滿
ち
て
終
日
消
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
價
値
に
氣

づ
い
た
徽
宗
は
一
度
は
分
賜
し
た
香
を
數
量
に
應
じ
て
一
部
を
回
收
し
、「
古
龍
涎
」
と
名
づ
け
た
。
少
量
で
も
百
緡
の
價
値
が
あ
る

と
し
て
臣
下
の
間
で
奪
い
合
い
と
な
り
、
金
や
玉
に
穴
を
あ
け
て
（
は
め
込
み
？
）
青
い
絹
絲
を
通
し
て
頸
に
下
げ
、
襟
の
間
に
の
ぞ

か
せ
て
時
折
そ
れ
を
撫
で
さ
す
っ
た
。
佩
香
の
由
來
は
こ
の
古
龍
涎
の
故
事
に
始
ま
る
、
と
い
う
。

　

こ
の
故
事
か
ら
は
、
古
龍
涎
の
値
（
一
餅
あ
た
り
百
緡
）
と
、
そ
の
香
り
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
ず

當
時
の
香
の
値
に
つ
い
て
言
え
ば
、
香
の
「
宗
」
＊6

と
し
て
貴
ば
れ
た
沈
香
の
場
合
、

　

占
城
所
產
棧
沈
至
多
、
彼
方
貿
遷
、
或
入
番
禺
、
或
入
大
食
。
貴
重
沈
棧
香
與
黃
金
同
價
。

　

占チ
ャ
ン
パ城

（
ベ
ト
ナ
ム
中
部
）
に
產
す
る
所
の
棧
沈
（「
棧
」
も
沈
香
の
一
種
）
至
っ
て
多
く
、
彼
方
に
貿
遷
し
、
或
ひ
は
番
禺
（
廣

州
の
南
）
に
入
り
、
或
ひ
は
大
食
（
ア
ラ
ビ
ア
）
に
入
る
。
沈
棧
香
を
貴
重
す
る
こ
と
黃
金
と
價
を
同
じ
う
す
。

と
い
う
よ
う
に
、
黄
金
と
同
價
と
さ
れ
た
。
舶
來
の
香
は
龍
涎
香
も
沈
香
も
高
値
で
取
引
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
北
宋
の
江
西
詩
派
の

一
人
で
、
不
遇
の
ま
ま
生
涯
を
終
え
た
謝
逸
＊7
（
一
〇
六
八
〜
一
一
一
二
）
で
す
ら
、
人
（
呂
本
中
）
に
高
價
な
沈
香
を
贈
る
こ
と
が

で
き
た
＊8

の
だ
か
ら
、
沈
香
が
こ
の
頃
に
は
一
部
の
貴
族
や
富
豪
の
專
有
物
で
は
な
く
な
り
、
文
人
間
に
一
定
程
度
流
通
し
て
い
た

こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
、
北
宋
後
期
の
徽
宗
の
宮
廷
で
奪
い
合
い
と
な
っ
た
古
龍
涎
に
は
、
沈
香
以
上
の
希
少
性
が
あ
っ
た
。
山
田
憲
太
郎
氏
＊9

に
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よ
れ
ば
、『
宋
會
要
』「
市
舶
」
の
、
南
宋
初
期
・
紹
興
三
年
（
一
一
三
三
）
と
同
十
一
年
（
一
一
四
一
）
の
記
錄
の
中
に
、
行
在
に
送

付
せ
ね
ば
な
ら
な
い
輸
入
品
と
し
て
龍
涎
香
も
含
ま
れ
て
お
り
、「
當
時
は
す
こ
ぶ
る
貴
重
高
價
な
輸
入
品
」
と
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
。

　
『
鉄
圍
山
叢
談
』
で
は
、
古
龍
涎
を
焚
く
と
、「
芬
郁
」
た
る
「
異
花
の
氣
」（
珍
し
い
花
の
香
り
）
を
放
つ
と
形
容
さ
れ
て
い
る
が
、

山
田
氏
＊10

に
よ
れ
ば
、
ア
ン
バ
ル
（
龍
涎
香
）
の
香
り
は
、「
快
適
で
強
力
な
匂
い
を
放
ち
、
粘
っ
こ
く
て
い
つ
ま
で
も
消
え
な
い
（
長

つ
づ
き
の
す
る
）
甘
美
な
匂
い
」
を
も
つ
ラ
ブ
ダ
ナ
ム
（
山
羊
の
分
泌
物
の
香
り
）
に
似
て
お
り
、
そ
れ
を
「
よ
り
強
く
濃
厚
に
し
た

も
の
」
で
あ
る
と
い
う
。
同
じ
動
物
性
の
香
で
あ
る
麝
香
に
近
い
香
り
で
あ
ろ
う
か
。

　

だ
が
、
南
宋
當
時
の
南
海
貿
易
に
關
わ
る
諸
國
に
つ
い
て
記
し
た
地
理
書
や
香
の
譜
錄
類
で
は
、『
鉄
圍
山
叢
談
』
と
は
い
さ
さ
か

異
な
る
記
述
が
見
え
る
。
ま
ず
、
前
者
の
例
と
し
て
南
宋
の
周
去
非
（
一
一
三
五
〜
八
九
）『
嶺
外
代
答
』「
寶
貨
門
」
の
「
龍
涎
」
＊11

を
見
て
み
る
。
こ
の
書
に
お
い
て
、
龍
涎
香
は
、「
香
門
」
＊12

で
は
な
く
、「
寶
貨
門
」
に
、
珠
池
・
蛇
珠
・
辟
塵
犀
・
琥
珀
・
硨
磲
・

大
貝
と
と
も
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
（
と
も
に
卷
七
）。
こ
の
分
類
は
當
時
、
龍
涎
香
が
「
香
」
と
い
う
よ
り
も
、「
寶
貨
」（
寶
物
）
と

見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
龍
涎
香
が
竝
外
れ
て
高
價
で
あ
っ
た
た
め
と
、
周
去
非
が
「
香
門
」

に
は
香
木
の
み
を
收
め
る
方
針
を
採
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
焚
い
た
時
の
香
り
に
つ
い
て
、『
嶺
外
代
答
』
で
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　

龍
涎
於
香
本
無
損
益
、
但
能
聚
烟
耳
。
和
香
而
用
眞
龍
涎
、
焚
之
一
銖
、
翠
烟
浮
空
、
結
而
不
散
、
座
客
可
用
一
翦
分
烟
縷
。

此
其
所
以
然
者
、
蜃
氣
樓
臺
之
餘
烈
也
。

　

龍
涎
の
香
に
於
け
る
や
本
と
損
益
無
く
、
但
だ
能
く
烟
を
聚
む
の
み
。
香
を
和
し
て
眞
龍
涎
を
用
ふ
れ
ば
、
之
を
焚
く
こ
と
一

銖
に
し
て
、
翠
烟
空
に
浮
き
、
結
び
て
散
ぜ
ず
、
座
客
一
翦
を
用
て
烟
縷
に
分
か
つ
べ
し
。
此
れ
其
の
然
る
所
以
の
者
は
、
蜃
氣
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樓
臺
の
餘
烈
な
り
。

龍
涎
香
は
そ
の
ま
ま
の
狀
態
で
は
芳
香
は
放
た
な
い
。
龍
涎
香
を
配
合
し
た
合
香
を
焚
く
と
、
煙
が
廣
が
ら
ず
、
鋏
で
切
る
こ
と
が
で

き
た
。
香
氣
を
散
ら
さ
ず
「
餘
烈
」
を
長
續
き
さ
せ
る
た
め
の
藥
剤
と
し
て
配
合
さ
れ
た
、
と
い
う
。

　

つ
づ
い
て
、
南
宋
末
元
初
の
人
・
陳
敬
『
陳
氏
香
譜
』
を
見
て
み
る
。
こ
の
書
は
、
香
に
關
す
る
諸
賦
＊13

を
吸
收
し
て
編
ま
れ
た
、

い
わ
ば
宋
代
香
譜
の
集
大
成
と
い
う
べ
き
書
で
あ
る
。
卷
一
「
香
品
・
龍
涎
香
」
の
條
に
は
、
南
宋
の
葉
庭
珪
『
南
蕃
香
錄
』
と
、
潛

齋
＊14
、
温
子
皮
＊15

の
三
者
の
こ
と
ば
が
列
記
さ
れ
、
陳
敬
自
身
の
見
解
は
含
ま
れ
な
い
。
全
文
を
掲
げ
る
。

　

葉
庭
珪
云
、「
龍
涎
、
出
大
食
國
、
其
龍
多
蟠
伏
於
洋
中
之
大
石
、
臥
而
吐
涎
、
涎
浮
水
面
。
人
見
烏
林
上
異
禽
翔
集
、
衆
魚

游
泳
爭

之
、
則
殳
取
焉
。
然
龍
涎
本
無
香
、
其
氣
近
于
臊
、
白
者
如
百
藥
煎
而
膩
理
、
黒
者
亞
之
、
如
五
靈
脂
而
光
澤
、
能
發

衆
香
、
故
多
用
之
、
以
和
香
焉
。
潛
齋
云
、「
龍
涎
如
膠
、
毎
兩
與
金
等
、
舟
人
得
之
則
巨
富
矣
。」
温
子
皮
云
、「
眞
龍
涎
、
焼
之
、

置
杯
水
于
側
、
則
烟
入
水
、
假
者
則
散
、
嘗
試
之
有
驗
。」

　

葉
庭
珪
云
ふ
、「
龍
涎
、
大
食
國
よ
り
出
づ
、
其
の
龍
多
く
洋
中
の
大
石
に
蟠
伏
し
、
臥
し
て
涎
を
吐
き
、
涎
水
面
に
浮
く
。

人
烏
林
上
に
異
禽
の
翔
集
す
る
を
見
る
に
、
衆
魚
游
泳
し
て
爭
ひ
て
之
を
か

み
、
則
ち
殳
も
て
焉
を
取
る
。
然
る
に
龍
涎
は
本
と

香
無
く
、
其
の
氣
は
臊
な
ま
ぐ
さき

に
近
し
、
白
き
者
は
百
藥
煎
の
如
く
し
て
膩
理
あ
り
、
黒
き
者
は
之
に
亞つ

ぎ
、
五
靈
脂
の
如
く
し
て
光

澤
あ
り
、
能
く
衆
香
を
發ひ
ら

く
、
故
に
多
く
之
を
用
ひ
、
以
て
香
を
和
す
。
潛
齋
云
ふ
、「
龍
涎
は
膠
の
如
し
、
毎
兩
金
と
等
し
、

舟
人
之
を
得
ば
則
ち
巨
富
あ
ら
ん
」
と
。
温
子
皮
云
ふ
、「
眞
龍
涎
、
之
を
焼
き
、
杯
水
を
側
に
置
け
ば
、
則
ち
烟
水
に
入
る
、

假
な
る
者
は
則
ち
散
ず
、
嘗
て
之
を
試
み
て
驗
有
り
」
と
。
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香
り
に
つ
い
て
の
記
述
を
ま
と
め
る
と
、
葉
庭
珪
は
、「
そ
の
ま
ま
だ
と
香
り
は
な
く
、
そ
の
氣
は
や
や
な
ま
ぐ
さ
い
。（
中
略
）
他

の
香
の
香
り
を
ひ
ら
か
せ
る
の
で
、
龍
涎
香
を
用
い
て
合
香
す
る
」
と
い
い
、
潛
齋
は
「
膠
の
よ
う
な
も
の
」
と
い
い
、
温
子
皮
は
「
真

龍
涎
を
焚
い
た
側
に
杯
の
水
を
置
く
と
煙
が
水
に
入
る
」
と
い
う
。
そ
の
ま
ま
の
狀
態
で
は
芳
香
を
發
さ
な
い
こ
と
と
、
ほ
か
の
香
料

の
香
り
を
發
揮
さ
せ
る
藥
剤
と
し
て
用
い
た
こ
と
、
こ
の
二
點
は
前
出
の
『
嶺
外
代
答
』
と
同
内
容
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
龍
涎
香
を

配
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
香
煙
が
長
續
き
し
、
鋏
で
斷
ち
切
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
山
田
氏
は
、「
奇
妙
な
話
」
で
「
誇
張
」
で
あ
る

と
し
て
疑
念
を
呈
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
葉
庭
珪
が
「
本
無
香
」
と
の
み
い
い
、
焚
香
時
の
「
異
花
氣
」
に
つ
い
て
触
れ
な
い
の
は
、
龍
涎
香
の
香
氣
を
嗅
い
だ
こ
と

が
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。
彼
は
「
古
龍
涎
」
發
見
の
翌
年
、
政
和
五
年
（
一
一
一
五
）
の
進
士
で
あ
る
。
後
に
は
兵
部
郎
中
（
從
五

品
上
）
に
ま
で
昇
っ
た
の
だ
か
ら
、
宮
中
で
「
古
龍
涎
」
の
實
物
を
首
か
ら
下
げ
た
高
官
や
宦
官
に
會
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。「
其
氣

近
于
臊
」
は
佩
香
を
嗅
い
だ
彼
の
實
體
驗
か
も
し
れ
な
い
。「
古
龍
涎
」
は
小
火
で
焚
い
て
は
じ
め
て
馥
郁
た
る
香
り
を
發
し
、
焚
か

な
け
れ
ば
香
り
を
發
す
る
こ
と
は
な
い
。
葉
庭
珪
が
「
古
龍
涎
」
の
佩
香
を
目
に
し
た
と
し
て
も
、
頸
か
ら
下
げ
た
「
古
龍
涎
」
が
「
異

花
氣
」
を
發
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
彼
が
「
本
無
香
」
と
し
か
書
き
よ
う
が
な
い
の
も
う
な
ず
け
る
。

　

そ
れ
に
對
し
、『
鉄
圍
山
叢
談
』
の
撰
者
蔡
絛
（
生
卒
不
詳
）
は
、
宰
相
蔡
京
の
子
で
あ
る
。「
古
龍
涎
」
が
發
見
さ
れ
た
政
和
四
年

（
一
一
一
四
）、
父
は
宰
相
と
し
て
權
勢
を
ふ
る
っ
て
い
た
の
で
、
徽
宗
か
ら
「
古
龍
涎
」
を
下
賜
さ
れ
た
一
人
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

子
の
蔡
絛
も
、
父
の
焚
く
「
古
龍
涎
」
の
芳
香
を
聞
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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二
　
香
料
と
合
香

二
︱

一
　
沈
香
の
場
合

　

本
章
で
は
、
引
き
續
き
、『
陳
氏
香
譜
』
を
と
り
あ
げ
、
宋
代
文
人
の
日
常
に
お
け
る
香
の
使
用
法
を
さ
ぐ
り
た
い
。

　

ま
ず
、
沈
香
の
使
用
法
を
整
理
し
て
お
く
。
沈
香
は
、
香
木
（
本
論
で
は
、
香
料
と
稱
す
る
）
を
焚
く
「
焚
香
」
が
主
流
で
あ
っ
た

が
、「
種
種
の
香
料
を
適
當
量
、
配
剤
調
合
し
て
、
實
際
に
使
用
す
る
香
料
（
匂
い
）
を
作
る
技
術
」
＊16

で
あ
る
合
香
も
あ
っ
た
。
合

香
の
形
狀
に
は
大
別
し
て
、
粉
末
狀
の
も
の
と
、
そ
れ
を
加
工
し
た
煉
香
の
二
種
が
あ
る
。
合
香
に
用
い
ら
れ
る
香
料
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
場
合
、
沈
香
（
や
棧
香
・
黄
熟
香
等
）
を
香
材
の
主
香
と
す
る
も
の
が
多
い
。
沈
香
は
單
品
で
焚
く
香
料
と
し
て
主
流

で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
合
香
に
お
い
て
も
香
り
の
基
盤
を
構
成
す
る
主
香
で
あ
っ
た
。
沈
香
が
主
香
と
さ
れ
た
の
は
、
宋
代
文
人

た
ち
＊17

が
「
淸
淑
」（
范
成
大
）、「
淸
婉
」（
陳
敬
）、「
淸
」（『
諸
蕃
志
』）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
沈
香
に
は
文
人
の
好
む
淸
淨
な
香
り

が
あ
る
こ
と
と
、
さ
ら
に
、
蘇
軾
＊18

が
述
べ
る
よ
う
に
、「
近
正
」（
純
正
に
近
い
）
な
る
香
り
を
持
ち
、
薫
り
高
い
花
を
配
合
す
る

の
に
適
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

合
香
の
な
か
に
は
時
間
と
手
間
を
費
や
す
も
の
も
多
い
。
た
と
え
ば
、「
江
南
李
主
帳
中
香
」
は
、

　

沈
香
一
兩
（
剉
細
如
炷
大
）、
蘇
合
香
（
以
不
津
瓷
器
盛
）、
以
香
投
油
、
封
浸
百
日
、
爇
之
。
入
薔
薇
水
更
佳
。

　

沈
香
一
兩
（
剉
細
す
る
こ
と
炷
の
如
き
大
い
さ
な
り
）、
蘇
合
香
（
不
津
瓷
器
を
以
て
盛
る
）、
香
を
以
て
油
に
投
じ
、
封
浸
す

る
こ
と
百
日
、
之
を
爇
す
。
薔
薇
水
を
入
れ
れ
ば
更
に
佳
し
。

（
陳
敬
『
陳
氏
香
譜
』
卷
二
「
江
南
李
主
帳
中
香
」）
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と
い
う
よ
う
に
、
沈
香
と
蘇
合
香
と
を
油
に
浸
し
、
百
日
間
、
封
印
し
、
薔
薇
水
を
加
え
て
よ
う
や
く
完
成
す
る
代
物
で
あ
っ
た
。「
江

南
李
主
帳
中
香
」
は
南
唐
後
主
の
李
煜
（
九
三
七
〜
九
七
八
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
香
で
あ
る
。
李
煜
の
詞
に
は
香
を
詠
み
込
ん
だ
作
品

が
多
く
、
宮
中
で
香
宴
を
開
く
な
ど
し
て
、
香
を
愛
用
し
た
。
嚴
小
靑
氏
＊19
に
よ
れ
ば
、「
帳
中
香
」
の
調
合
に
は
、
沈
香
・
檀
香
・

龍
腦
香
・
丁
香
・
零
陵
香
・
甲
香
・
麝
香
・
蘇
合
香
・
薔
薇
水
の
配
合
が
缺
か
せ
な
い
と
い
う
か
ら
、
右
の
製
法
で
原
料
が
三
種
の
み

な
の
は
少
な
い
方
で
あ
る
。
合
香
に
は
多
樣
な
香
料
と
複
雜
な
工
程
を
必
要
と
す
る
た
め
、
五
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
は
す
で
に
、
合
香

を
專
門
と
す
る
合
香
家
が
存
在
し
て
い
た
＊20
。「
江
南
李
主
帳
中
香
」
以
上
の
手
間
や
時
間
を
必
要
と
す
る
合
香
も
多
い
。
ま
る
で
、

の
ち
の
『
紅
樓
夢
』（
第
四
十
一
回
）
に
描
か
れ
る
、
尼
僧
の
妙
玉
が
梅
の
花
に
積
も
っ
た
雪
を
甕
に
集
め
て
、
五
年
寢
か
せ
た
水
で

煎
れ
た
茶
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。
宮
崎
市
定
＊21

は
、
宋
代
に
お
け
る
奢
侈
は
、「
科
學
的
知
識
の
進
歩
」
に
よ
っ
て
、
物
の
性
質
を
見
き

わ
め
、「
そ
の
性
質
と
性
質
を
組
み
合
わ
せ
て
人
間
に
必
要
な
物
を
造
」
っ
て
い
く
「
合
理
的
」
な
も
の
で
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。
合

香
に
お
い
て
は
最
高
の
香
り
を
生
み
出
す
た
め
に
、「
科
學
的
」
な
裏
づ
け
に
基
づ
く
工
夫
を
凝
ら
し
、
勞
力
を
惜
し
ま
な
い
。
合
香
は
、

香
料
の
香
り
を
最
大
限
に
引
き
出
す
の
に
必
要
な
手
法
を
合
理
的
に
究
め
た
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

二
︱

二
　
龍
涎
香
の
場
合

　

陳
敬
の
『
陳
氏
香
譜
』
卷
二
に
は
、「
龍
涎
香
」
と
い
う
名
の
合
香
が
、
じ
つ
に
二
十
四
種
＊22

も
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

二
十
四
種
の
う
ち
、
本
物
の
龍
涎
香
を
配
合
し
た
合
香
「
龍
涎
香
」
は
、
二
種
し
か
な
い
。
つ
ま
り
、
合
香
「
龍
涎
香
」
の
大
半
は
、

原
料
に
龍
涎
香
を
含
ま
な
い
。
龍
涎
香
を
使
わ
ず
に
、
龍
涎
香
の
香
り
（
ら
し
き
も
の
）
を
再
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
を
み

て
み
よ
う
。
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「
龍
涎
香
」

　

沈
香
一
斤
、
麝
香
五
錢
、
龍
腦
二
錢

　

右
以
沈
香
爲
末
、
用
水
碾
成
膏
。
麝
爲
湯
、
研
化
細
汁
入
膏
内
、
次
入
龍
腦
研
勻
、
捻
作
餅
子
、
燒
之
。

右
沈
香
を
以
て
末
と
爲
し
、
水
を
用
い
碾ひ

き
て
膏
と
成
す
。
麝
は
湯
と
爲
し
、
研
ぎ
て
細
汁
と
化
し
膏
内
に
入
る
。
次
い
で
龍
腦

を
入
れ
て
研
ぎ
、
勻と
と
のえ
捻
り
て
餅
子
を
作
し
、
之
を
燒
く
。

　
「
一
斤
」
と
い
う
分
量
か
ら
、
沈
香
が
主
香
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
麝
香
を
加
え
る
こ
と
で
、
ム
ス
ク
系
の
濃
厚
で
甘
美
な
香
り

を
つ
け
て
い
る
。
龍
腦
は
龍
腦
樹
の
樹
脂
で
、
樟
腦
に
似
た
香
り
を
も
つ
。
そ
の
他
の
合
香
「
龍
涎
香
」
に
お
い
て
も
、
他
に
加
え
る

香
料
の
種
類
や
分
量
に
違
い
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
沈
香
・
麝
香
・
龍
腦
の
三
種
の
香
料
は
配
合
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
種
に
よ
っ

て
、
龍
涎
香
ら
し
い
香
り
が
再
現
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

宋
代
文
人
が
言
う
「
龍
涎
香
」
に
は
、
大
別
し
て
、
香
料
と
し
て
の
龍
涎
香
（
ア
ン
バ
ル
）
と
、
合
香
「
龍
涎
香
」
の
二
種
類
が
存

在
す
る
こ
と
に
な
る
＊23
。
こ
れ
は
、
合
香
の
な
か
で
も
か
な
り
特
殊
な
狀
況
で
あ
る
。『
陳
氏
香
譜
』
記
載
の
合
香
に
は
、
原
則
的
に
、

「
江
南
李
主
帳
中
香
」
の
よ
う
に
香
の
雰
圍
氣
や
由
來
を
想
像
で
き
る
名
稱
か
、
あ
る
い
は
「
百
和
香
」
の
よ
う
に
明
ら
か
に
そ
れ
が

合
香
で
あ
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
な
名
稱
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
香
料
を
そ
の
ま
ま
合
香
の
名
稱
と
す
る
よ
う
な
紛
ら
わ
し
い
こ
と
は
原

則
的
に
な
い
＊24
。
た
と
え
ば
「
沈
香
」
と
い
う
名
の
合
香
は
な
い
の
で
あ
る
。「
龍
涎
香
」
と
い
う
名
の
合
香
が
多
く
作
ら
れ
た
所
以
は
、

龍
涎
香
が
寶
物
竝
み
に
高
價
で
、
入
手
が
困
難
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
宋
代
文
人
の
龍
涎
香
へ
の
憧
憬
を
そ
こ
に
見
て
と
る
こ
と

が
で
き
る
。
宮
中
に
秘
藏
さ
れ
る
高
貴
な
香
に
對
す
る
憧
憬
が
、
二
十
四
種
も
の
合
香
「
龍
涎
香
」
を
作
ら
せ
る
原
動
力
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
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と
も
あ
れ
、「
龍
涎
香
」
と
い
う
名
稱
だ
け
で
は
、
そ
れ
が
合
香
な
の
か
香
料
な
の
か
を
判
別
し
が
た
い
の
は
事
實
で
あ
る
。
と
く

に
詩
の
場
合
、
ど
ち
ら
を
指
す
の
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
。
よ
っ
て
、
詩
中
の
龍
涎
香
に
は
二
種
類
の
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
讀
む
必
要
が
あ
る
。
次
章
で
は
、『
全
宋
詩
』
に
お
け
る
龍
涎
香
を
、
沈
香
と
比
較
し
つ
つ
見
て
ゆ
く
こ
と

に
す
る
。

三
　
宋
詩
の
な
か
の
龍
涎
香

　

宋
代
の
文
人
は
、
龍
涎
香
を
ど
の
よ
う
に
詩
歌
の
な
か
に
詠
み
こ
ん
で
い
る
の
か
。
本
章
で
は
、
沈
香
と
比
較
し
つ
つ
分
析
し
た
い
。

『
全
宋
詩
』
に
み
え
る
龍
涎
香
と
沈
香
の
用
例
の
な
か
で
、
詩
題
に
「
龍
涎
香
」
あ
る
い
は
「
沈
香
」
の
語
が
あ
る
詩
例
の
み
を
表
に

載
せ
る
。
句
中
に
語
が
あ
る
詩
例
は
枚
擧
に
い
と
ま
が
な
い
た
め
、
表
に
は
載
せ
な
い
。
ま
た
、
沈
香
の
等
級
別
名
稱
に
は
、
沈
水
香
、

棧
香
、
黄
熟
香
、
熟
結
香
、
生
結
香
等
が
あ
る
た
め
、
實
際
の
用
例
數
は
さ
ら
に
增
え
る
と
思
わ
れ
る
。
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【表】宋詩の用例一覧
龍涎香 12 例 17 首 沈香 14 例 23 首

北
　
　
　
　
　
宋

01

02

03

04

05

06

梅堯臣　1002-1060　「湯珙秘校遺沈
水管筆一枝」（256）

李中師　?-?　「奉別堯夫先生承見留
學數刻北漬梅酒磨沈水飮別聊書代
謝」（401）

沈遼　1032-1085　「以沈香拄杖奉寄
總老戲呈句偈」（701）

蘇軾　1037-1101　「次韻滕大夫三首
其三沈香宋石」（820）

李之儀　1038-1117　「次韻東坡沈香
石詩」（953）

謝逸　1068-1112　「以水沈香寄呂居
仁戲作六言二首」（1307）

南
　
　
　
　
　
宋

01

02

03

04
05

06

07

08

09

10

11

12

王庭珪　1080-1172　「次韻李宜仲以
詩寄龍涎三首」（1475）

曾幾　1084-1166　「廣南韓公舶使致
龍涎香三種數珠一串戲贈（二首）」

（1658）
劉才邵　1086-1157　「謝人惠花栽以
龍涎及小團答之」（1682）

王洋　1087-1154　「龍涎香」（1690）
劉子翬　1101-1147　「蘧老寄龍涎香
二首」（1921）

姜特立　1125-1204?　「覓龍涎巧石」
（2132）

楊萬里　1127-1206　「謝胡子遠郎中
惠蒲大韶墨以龍涎心字香」（2293）

喩良能　?-?　「陳知府體仁和予七夕試
院詩併以龍涎數十餅爲餉次韻奉酬
陳毎講會甚盛」（2350）

曾丰　1142-1224　「除日送龍涎香與
宋評事二首」（2602）

楊炎正　1145-?　「蘧老寄龍涎香」
（2649）

方岳　1199-1262　「葉祕書致白龍涎」
（3209）

姚勉　1216-1262　「梁新恩送龍涎香
盃」（3406）

07

08

09

10

11

12

13

14

周紫芝　1082-1155　「劉文卿焼木犀
沈爲作長句」（1520）

謝伋　1099-1165　「靈巖寂菴辯才師
有羅漢樹一株移自台嶽託根木香
架下頗妨成長因寄沈水香往易之」

（1948）

楊萬里　「和仲良分送柚花沈三首」
（2275）

楊萬里　「南海陶令送水沈報以雙井茶
二首」（2294）

虞儔　?-?　「以蘄簟石枕送耘老弟有詩
因和來韻併分送蒸沈以助其雅趣」

（2465）
趙汝 　?-?　「謝人送端硯水沈」	

（2869）
方信孺　1177-1222　「沈香浦」	

（2914）
程公許　?-1251　「和虞使君擷素馨花
遺張立蒸沈香四絶句」（2993）

※ 各用例は、詩人名→生卒年→詩題→（『全宋詩』の卷数）の順に表記した。
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一
覧
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
沈
香
の
詩
は
北
宋
・
南
宋
を
通
し
て
存
在
す
る
が
、
龍
涎
香
の
詩
は
南
宋
に
入
っ
て
か
ら
出
現
し
た
。

こ
れ
は
、
前
出
の
『
鉄
圍
山
叢
談
』
や
『
宋
會
要
』「
市
舶
」
の
記
述
か
ら
考
え
れ
ば
當
然
の
こ
と
で
は
あ
る
。

　

ま
た
、
詩
題
か
ら
分
か
る
と
お
り
、
ど
ち
ら
の
香
に
お
い
て
も
、
贈
答
の
や
り
と
り
を
記
し
た
用
例
が
大
半
で
あ
る
＊25
。
こ
れ
ら
は
、

高
價
な
香
の
授
受
が
實
際
に
文
人
間
で
行
わ
れ
、
日
常
生
活
の
な
か
で
香
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
證
據
で
あ
る
。
と
く

に
沈
香
は
、
宋
代
を
通
し
て
ひ
ろ
く
授
受
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
す
で
に
文
人
の
「
長
物
」
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が

見
て
と
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
詩
句
レ
ベ
ル
で
は
、
た
と
え
ば
蘇
過
（
蘇
軾
の
子
。
一
〇
七
二
〜
一
一
二
三
）
が
「
待
我
西
窗
蔭
寒
碧
、
妙
香
與
子
試

龍
涎
」（「
信
中
見
和
復
以
前
韻
答
之
」『
全
宋
詩
』
卷
一
三
五
三
）
と
詠
う
よ
う
に
、
龍
涎
香
の
所
有
を
示
唆
す
る
も
の
は
北
宋
に
も

見
ら
れ
る
。
だ
が
、
北
宋
詩
の
龍
涎
香
の
大
半
は
、「
竹
笋
迸
階
抽
兕
角
、
楊
花
鋪
水
漲
龍
涎
」（
韓
琦
〔
一
〇
〇
八
〜
七
五
〕「
暮
春

書
事
」『
全
宋
詩
』
卷
三
三
六
）
の
よ
う
に
、
花
の
芳
香
を
龍
涎
香
に
な
ぞ
ら
え
た
比
喩
表
現
に
と
ど
ま
り
、
所
有
の
如
何
を
確
認
で

き
な
い
。

　

香
料
の
龍
涎
香
の
稀
少
性
が
續
い
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
南
宋
詩
に
龍
涎
香
の
贈
答
が
增
え
た
要
因
と
し
て
は
、
合
香
「
龍
涎

香
」
の
普
及
が
考
え
ら
れ
る
。
詩
中
の
龍
涎
香
が
合
香
か
ど
う
か
を
判
斷
す
る
前
に
、
ま
ず
、“
本
物
”
す
な
わ
ち
香
料
の
龍
涎
香
が

こ
れ
ら
の
詩
の
中
に
あ
る
の
か
否
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
“
本
物
”
と
お
ぼ
し
き
は
、
曾
幾
の
詩
で
あ
る
。「
廣
南
韓
公
舶
使
致
龍
涎
香
三
種
數
珠
一
串
戲
贈
」（
二
首
。『
全
宋
詩
』
卷

一
六
五
八
）
と
い
う
詩
題
に
み
え
る
よ
う
に
、「
廣
南
舶
使
」
の
韓
圭
璉
か
ら
龍
涎
香
を
寄
せ
ら
れ
た
折
の
詩
で
あ
る
。「
廣
南
舶
使
」

は
廣
南
東
路
提
舉
市
舶
司
の
こ
と
で
、『
宋
會
要
』
卷
二
一
二
四
「
職
官
」
四
十
四
之
三
十
三
に
、「
泉
・
廣
市
舶
司
將
逐
年
博
買
蕃
商

乳
香
」
＊26

と
い
う
よ
う
に
、
南
蕃
の
商
人
か
ら
乳
香
の
買
い
付
け
を
お
こ
な
う
役
職
で
あ
る
。
そ
の
舶
司
の
韓
圭
璉
か
ら
直
々
に
寄
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せ
ら
れ
た
龍
涎
香
で
あ
る
か
ら
、“
本
物
”
に
違
い
な
い
。
詩
の
内
容
は
、
江
南
の
陸
凱
か
ら
長
安
の
范
曄
に
梅
花
一
枝
が
寄
せ
ら
れ

た
故
事
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、「
龍
涎
走
送
寒
家
」と
謝
意
を
述
べ
る
。
高
級
な
龍
涎
香
を
む
や
み
に
焚
く
こ
と
を
躊
躇
っ
た
か
ら
か
、

「
貫
珠
入
手
纍
纍
」
と
、
香
の
形
狀
を
描
く
に
と
ど
ま
り
、
焚
香
の
描
寫
は
な
い
。
と
は
い
え
、
曾
幾
詩
の
よ
う
に
判
別
可
能
な
詩
例

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ど
ち
ら
と
も
つ
か
な
い
も
の
の
ほ
う
が
多
い
。

　

で
は
つ
ぎ
に
、
合
香
と
お
ぼ
し
き
例
を
あ
げ
る
。
た
と
え
ば
、
劉
才
邵
（
一
〇
八
六
〜
一
一
五
七
）
の
「
謝
人
惠
花
栽
以
龍
涎
及
小

團
答
之
」（『
全
宋
詩
』
卷
一
六
八
二
）
は
、
人
か
ら
花
の
「
靈
苗
四
五
般
」
を
も
ら
っ
た
禮
を
、「
俗
物
」
で
返
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
の
で
、「
龍
涎
」
と
「
小
團
」（
茶
葉
）
を
贈
る
と
詠
う
詩
で
あ
る
。
詩
の
後
半
に
、

鯨
波
薦
液
香
難
比　
　

鯨
波　

薦
液　

香
比
べ
難
し

龍
焙
先
春
玉
作
團　
　

龍
焙　

春
に
先
ん
じ
て　

玉　

團
と
作
る

寄
與
文
房
助
淸
興　
　

寄
せ
て
文
房
に
與
え
て　

淸
興
を
助
け
ん

詩
魂
莫
怕
月
邊
寒　
　

詩
魂　

怕
る
る
莫
か
れ　

月
邊
の
寒

　
「
鯨
波
」（
龍
涎
香
）
と
「
薦
液
」（
茶
）
は
ど
ち
ら
の
「
香
」
り
も
素
晴
ら
し
く
優
劣
を
つ
け
が
た
い
の
で
、
二
つ
と
も
差
し
上
げ

て
あ
な
た
の
書
斎
（
文
房
）
の
「
淸
興
」（
淸
雅
な
興
致
）
を
助
け
た
い
、
と
詠
う
。「
鯨
波
」「
龍
焙
」
は
龍
涎
香
を
指
す
が
、
こ
れ

だ
け
で
は
“
本
物
”
の
龍
涎
香
だ
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
、
も
し
“
本
物
”
な
ら
曾
幾
詩
で
は
は
る
ば
る
廣
南
舶
使
か
ら
贈
ら
れ
た

よ
う
な
高
級
品
を
、
劉
才
邵
は
茶
と
併
せ
て
「
花
栽
」
の
返
禮
と
し
た
こ
と
に
な
り
、
龍
涎
香
の
扱
い
が
低
す
ぎ
る
よ
う
に
思
え
る
。

よ
っ
て
劉
才
邵
詩
の
龍
涎
香
は
合
香
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

ほ
か
に
も
、
楊
萬
里
が
胡
子
遠
に
四
川
の
名
墨
「
蒲
大
韶
墨
」
を
貰
っ
た
お
返
し
に
贈
っ
た
「
龍
涎
心
字
香
」（「
謝
胡
子
遠
郎
中
惠
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蒲
大
韶
墨
以
龍
涎
心
字
香
」『
全
宋
詩
』
卷
二
二
九
三
）
は
、「
心
字
香
」
が
篆
書
の
「
心
」
の
字
形
に
成
形
さ
れ
た
香
を
い
う
か
ら
、

合
香
で
あ
る
。
ま
た
、
喩
良
能
（『
全
宋
詩
』
卷
二
三
五
〇
）
は
、「
陳
知
府
體
仁
」
か
ら
「
龍
涎
數
十
餅
」
を
贈
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
量
の
多
さ
か
ら
し
て
、
本
物
の
龍
涎
香
で
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

表
の
作
品
の
う
ち
、
香
を
贈
答
し
な
い
詩
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
龍
涎
香
に
つ
い
て
は
、
王
洋
「
龍
涎
香
」
詩
（『
全
宋
詩
』

卷
一
六
九
〇
）
が
あ
り
、
沈
香
に
つ
い
て
は
蘇
軾
「
次
韻
滕
大
夫
三
首　

其
三　

沈
香
石
」（『
全
宋
詩
』
卷
八
二
〇
）
と
李
之
儀
「
次

韻
東
坡
沈
香
石
詩
」（『
全
宋
詩
』
卷
九
五
三
）
が
あ
る
（「
沈
香
石
」
は
沈
香
の
化
石
を
い
う
）。
い
ず
れ
も
詠
物
詩
（
李
之
儀
は
次
韻

詩
）
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、「
焚
香
」
を
詠
う
詩
で
は
な
い
。
以
下
、
三
首
を
併
せ
て
見
て
ゆ
き
た
い
。
詠
物
表
現
と
し
て
は
、

沈
香
石
を
詠
っ
た
二
首
の
そ
れ
ぞ
れ
首
聯
に
み
え
る
。
い
わ
く
、

壁
立
孤
峰
倚
硯
長　
　

壁
立
せ
る
孤
峰　

硯
に
倚
り
て
長
し

共
疑
沈
水
得
頑
蒼　
　

共
に
疑
ふ　

沈
水
頑
蒼
を
得
た
る
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蘇
軾
「
次
韻
滕
大
夫
三
首　

其
三　

沈
香
石
」）

海
南
枯
朽
挿
天
長　
　

海
南
の
枯
朽　

天
を
挿
し
て
長
し

歳
久
峰
巒
帶
蘚
蒼　
　

歳
久
し
く
峰
巒　

蘚
を
帶
び
て
蒼
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
李
之
儀
「
次
韻
東
坡
沈
香
石
詩
」）

と
、
苔
の
生
え
た
「
沈
香
石
」
の
屹
立
す
る
樣
を
描
く
。
李
之
儀
は
蘇
軾
と
交
流
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
て
見
た
實
景
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か
も
し
れ
な
い
。
王
洋
「
龍
涎
香
」
詩
に
は
詠
物
表
現
は
乏
し
い
。
ま
た
、『
楚
辭
』
を
ふ
ま
え
た
表
現
が
次
の
二
首
に
み
ら
れ
る
。

搴
露
紉
荷
楚
澤
舷　
　

露
を
搴
り
荷
を
紉む
す

ぶ　

楚
澤
の
舷

未
參
南
海
素
馨
仙　
　

未
だ
參
ぜ
ず　

南
海　

素
馨
の
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
洋
「
龍
涎
香
」）

欲
隨
楚
客
紉
蘭
佩　
　

楚
客
の
蘭
佩
を
紉
ぶ
に
隨
は
ん
と
欲
す
る
も

誰
信
呉
兒
是
木
腸　
　

誰
か
信
ぜ
ん　

呉
兒
は
是
れ
木
腸
な
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蘇
軾
「
次
韻
滕
大
夫
三
首　

其
三　

沈
香
石
」）

い
ず
れ
も
『
楚
辭
』「
離
騒
」
に
み
え
る
「
紉
秋
蘭
以
爲
佩
」
を
出
典
と
す
る
。『
楚
辭
』
は
香
り
を
描
い
た
最
古
の
文
學
作
品
で
あ
る

か
ら
、
そ
れ
を
踏
ま
え
る
の
は
香
の
描
寫
の
定
型
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
龍
涎
香
は
、
王
洋
が
「
未
參
南
海
素
馨
仙
」
と
詠
う
よ
う
に
、

そ
の
芳
香
を
放
っ
て
い
な
い
し
、
ま
た
、「
沈
香
石
」
は
沈
香
の
化
石
で
あ
っ
て
香
木
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
總
じ
て
三
首
に
は
香
り

の
描
寫
が
乏
し
い
の
で
あ
る
。
焚
香
ら
し
き
描
寫
と
し
て
は
、
蘇
軾
詩
の
尾
聯
の
、

早
知
百
和
倶
灰
燼　
　

早
に
知
る
百
和
の
倶
に
灰
燼
せ
る
を

未
信
人
言
弱
勝
剛　
　

未
だ
信
ぜ
ず
人
弱
の
剛
に
勝
れ
り
と
言
ふ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蘇
軾
「
次
韻
滕
大
夫
三
首　

其
三　

沈
香
石
」）
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と
い
う
表
現
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
香
り
に
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
沈
香
が
「
百
和
」（
樣
々
な
香
料
を
調
合
し
た
「
百
和
香
」）

の
主
香
と
し
て
燃
や
し
つ
く
さ
れ
灰
に
な
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
こ
こ
で
の
沈
香
は
、「
灰
燼
」
に
帰
す
「
弱
」
い
も
の
の
象
徴
で
あ
る
。

宋
詩
で
は
往
々
に
し
て
、
詠
物
表
現
を
き
っ
か
け
と
し
て
詩
人
の
哲
學
が
展
開
さ
れ
る
が
、
こ
の
詩
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、「
柔
弱
は

剛
強
に
勝
る
」（『
老
子
』）
と
い
う
こ
と
ば
へ
の
疑
念
を
導
き
出
し
て
い
る
。

　

王
洋
「
龍
涎
香
」
詩
の
詠
物
表
現
は
さ
ら
に
乏
し
い
。
王
洋
は
龍
涎
香
を
嗅
い
で
い
な
い
（「
未
參
」）
ば
か
り
か
、
見
て
も
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。
頸
聯
に
、

詩
挾
少
陵
看
妙
手　
　

詩
は
少
陵
を
挾
み
て　

妙
手
を
看
る

犀
通
神
物
爲
垂
涎　
　

犀
は
神
物
に
通
じ
て　

垂
涎
と
爲
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
洋
「
龍
涎
香
」）

と
い
う
の
は
、「
詩
」（
文
學
）
の
高
度
な
成
就
と
、
龍
涎
香
の
造
成
と
を
對
比
さ
せ
て
い
よ
う
。「
犀
通
神
物
」
は
、『
晉
書
』「
温
嶠
傳
」

の
、
温
嶠
が
牛
渚
磯
で
犀
角
を
燃
や
し
て
水
に
照
ら
す
と
、「
奇
形
異
狀
、
或
乘
馬
車
著
赤
衣
者
」
な
ど
水
中
に
潛
む
怪
物
が
見
え
た

と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
る
。
こ
こ
で
は
龍
涎
香
の
由
來
を
神
秘
的
に
説
く
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
「
龍
涎
香
」
詩
は
、
そ
の
「
外
視
不
大

佳
」（『
鐵
圍
山
叢
談
』、
前
出
）
な
る
外
見
や
香
り
を
ほ
と
ん
ど
詠
わ
な
い
。
作
詩
時
の
狀
況
は
不
明
だ
が
、
尾
聯
に
「
使
君
少
住
幽

蘭
曲
」
と
詠
っ
て
い
る
か
ら
、
宴
席
に
て
「
使
君
」（
長
官
）
に
求
め
ら
れ
て
制
作
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
沈
香
や
龍
涎
香
の
詠
物
詩
は
、
文
人
の
日
常
を
い
ろ
ど
る
焚
香
の
場
面
の
描
寫
に
乏
し
い
。『
楚
辭
』
を
ふ
ま
え

た
描
寫
は
み
え
る
が
、
焚
香
の
實
景
で
は
な
い
。「
百
和
香
」
の
主
香
で
あ
る
沈
香
や
、
神
秘
的
な
由
來
を
持
つ
龍
涎
香
と
い
う
“
物
”
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を
詠
ず
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

　

話
を
贈
答
詩
に
戻
そ
う
。
龍
涎
香
を
贈
答
す
る
詩
が
南
宋
に
集
中
し
て
現
れ
る
の
は
、
南
宋
文
人
に
龍
涎
香
が
廣
ま
っ
た
と
い
う
よ

り
は
、
正
確
に
は
、「
龍
涎
香
」
と
い
う
名
の
合
香
が
南
宋
の
文
人
の
間
に
廣
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
徽
宗
の
寵
愛
し
た
龍

涎
香
の
香
り
を
、
沈
香
等
を
用
い
て
再
現
し
、「
淸
興
」（
劉
才
邵
詩
。
前
出
）
や
「
詩
情
」（
楊
萬
里
詩
。
前
出
）
を
助
け
て
樂
し
ま

ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

四
　
楊
萬
里
と
龍
涎
香

　

で
は
そ
の
合
香
「
龍
涎
香
」
は
、
文
人
の
も
っ
と
も
好
む
香
り
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
文
人
の
好
む
沈
香
を
主
香
と
し
て
い
る
以

上
、「
淸
婉
」「
淸
淑
」
た
る
香
り
か
ら
外
れ
て
は
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
前
出
の
表
に
は
載
っ
て
い
な
い
が
、
楊
萬
里
の
「
燒

香
七
言
」
を
取
り
上
げ
た
い
。

　
　

楊
萬
里
「
燒
香
七
言
」（『
全
宋
詩
』
卷
二
二
八
二
）

琢
瓷
作
鼎
碧
於
水　
　

瓷
を
琢み
が

き
て
鼎
と
作
さ
ば　

水
よ
り
も
碧
し

削
銀
爲
葉
軽
如
紙　
　

銀
を
削
り
て
葉
と
爲
さ
ば　

軽
き
こ
と
紙
の
如
し

不
文
不
武
火
力
匀　
　

文
な
ら
ず
武
な
ら
ず　

火
力
匀と
と
のふ

閉
閣
下
簾
風
不
起　
　

閣
を
閉
ぢ　

簾
を
下
せ
ば　

風
起
こ
ら
ず
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詩
人
自
炷
古
龍
涎　
　

詩
人　

自
ら
古
龍
涎
を
炷
け
ば

但
令
有
香
不
見
煙　
　

但
だ
香
有
る
の
み
に
し
て　

煙
を
見
え
ざ
ら
し
む

素
馨
忽
開
抹
利
拆　
　

素
馨　

忽
ち
開
き
て　

抹
利　

拆ひ
ら

く

低
處
龍
麝
和
沈
檀　
　

低
き
處　

龍
麝　

沈
檀
に
和
す

平
生
飽
識
山
林
味　
　

平
生　

飽
く
ま
で
識
る　

山
林
の
味

不
奈
此
香
殊
嫵
媚　
　

奈い
か
んと

も
せ
ず　

此
の
香　

殊
に
嫵
媚
な
る
を

呼
兒
急
取
烝
木
犀　
　

兒
を
呼
び
急
ぎ
取
ら
し
む　

烝
木
犀

却
作
書
生
真
富
貴　
　

却
て
作
す　

書
生
の
真
の
富
貴

　

香
を
焚
く
準
備
か
ら
詠
い
起
こ
し
、
火
加
減
や
部
屋
の
戸
締
ま
り
な
ど
、
焚
香
の
注
意
點
を
列
擧
す
る
よ
う
な
詩
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
の
詩
の
特
徴
は
、「
古
龍
涎
」
だ
け
で
な
く
「
素
馨
」「
抹
利
」「
龍
麝
」「
沈
檀
」
な
ど
、
舶
來
の
名
香
や
芳
し
い
花
が
列
擧
さ
れ
る

點
に
あ
る
。
こ
の
「
古
龍
涎
」
は
合
香
で
、「
素
馨
」「
抹
利
」「
龍
麝
」「
沈
檀
」
は
配
合
さ
れ
た
香
料
で
あ
ろ
う
。
楊
萬
里
は
「
古
龍

涎
」
を
焚
い
て
、
配
合
さ
れ
た
香
料
を
次
々
に
嗅
ぎ
わ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
頃
は
「
山
林
の
味
」
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
た
め
、「
此

の
香　

殊
に
嫵
媚
」
と
、「
古
龍
涎
」
の
華
や
か
す
ぎ
る
香
り
に
違
和
感
を
覺
え
て
焚
く
の
を
や
め
、
代
わ
り
に
急
い
で
蒸
木
犀
を
取
っ

て
こ
さ
せ
た
。
蒸
木
犀
を
焚
い
て
よ
う
や
く
落
ち
着
き
、「
書
生
の
真
の
富
貴
」
と
滿
足
す
る
の
で
あ
る
。
舶
來
の
名
香
よ
り
も
國
産

の
木
犀
の
香
り
に
價
値
を
見
い
だ
し
、
積
極
的
に
選
び
取
る
。
楊
萬
里
は
蒸
木
犀
の
香
り
に
つ
い
て
（「
淸
」
等
の
）
感
想
を
述
べ
る

こ
と
な
く
、「
書
生
真
富
貴
」（
木
犀
の
香
り
に
こ
そ
文
人
の
真
の
富
貴
が
あ
る
）
と
の
み
結
論
づ
け
る
。“
文
人
に
と
っ
て
香
と
は
何
か
”

の
楊
萬
里
な
り
の
結
論
で
あ
る
。
こ
の
結
論
は
暗
に
、
こ
の
古
龍
涎
は
「
書
生
真
富
貴
」
で
は
な
い
、
と
言
う
に
等
し
い
。
お
そ
ら
く
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楊
萬
里
は
、
古
龍
涎
が
本
來
、
徽
宗
に
由
來
す
る
「
皇
室
富
貴
」
の
香
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。“
本
物
”
の
龍
涎
香
で

は
な
い
が
、
沈
香
や
そ
の
他
の
多
種
の
香
料
を
配
合
し
た
「
嫵
媚
」
な
香
り
は
、「
富
貴
」
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

で
は
、
蒸
木
犀
は
い
か
な
る
香
な
の
か
。
蒸
木
犀
に
つ
い
て
、『
山
家
淸
供
』「
廣
寒
糕
（
も
く
せ
い
の
花
の
蒸
し
菓
子
）」
＊27

に
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。「
ま
た
、
桂
花
を
採
っ
て
ざ
っ
と
蒸
し
、
日
に
乾
か
し
て
香
に
す
る
者
も
い
る
。
詩
を
吟
じ
酒
を
酌
む

お
り
に
古
鼎
で
燻
べ
る
と
、
な
か
な
か
淸
ら
か
な
趣
が
あ
る
。
童
用

の
詩
に
、「
膽
瓶
の
淸
韻
は
詩
興
を
か
き
お
こ
し
、
古
鼎
の
余

葩
は
酒
香
を
く
ま
ど
る
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
花
の
風
趣
を
よ
く
い
い
得
て
い
る
」（
中
村
喬
訳
『
中
國
の
食
譜
』
東
洋
文
庫
）。
楊
萬

里
は
「
山
林
味
」
と
言
う
が
、
木
犀
の
「
淸
ら
か
な
趣
」
が
感
じ
ら
れ
る
香
で
あ
ろ
う
。

　

楊
萬
里
は
、「
木
犀
」
の
淸
ら
か
な
趣
の
「
山
林
味
」
に
、「
書
生
真
富
貴
」
を
見
い
だ
し
た
。
文
人
の
好
む
香
り
は
「
淸
」
で
あ
る

か
ら
、「
嫵
媚
」
な
る
古
龍
涎
は
お
氣
に
召
さ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
舶
來
の
高
價
な
香
料
を
調
合
し
た
「
富
貴
」
な
る

香
よ
り
も
、
國
産
の
花
を
蒸
し
て
作
っ
た
香
に
、
楊
萬
里
は
「
書
生
」
に
と
っ
て
の
「
富
貴
」
を
感
じ
た
。
蒸
木
犀
を
氣
に
入
っ
た
の

は
、
木
犀
が
楊
萬
里
の
故
郷
の
吉
水（
現
江
西
省
）周
邊
に
多
く
生
え
る
、い
わ
ば
故
郷
の
香
り
で
あ
る
た
め
も
あ
ろ
う
。
辛
更
儒
氏
＊28

に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
は
淳
熙
五
年
（
一
一
七
八
）
春
、
楊
萬
里
五
十
二
歳
、
常
州
赴
任
中
の
作
で
あ
る
。
楊
萬
里
は
八
十
年
の
人
生
の

過
半
を
故
郷
で
過
ご
し
、
外
任
中
は
し
ば
し
ば
故
郷
を
想
い
、
六
十
六
歳
時
に
知
贛
州
を
斷
っ
て
退
休
し
た
人
で
あ
る
。
こ
の
常
州
で
、

「
蒓
羹
鱸
魚
膾
」
を
求
め
て
職
を
辭
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
懷
か
し
い
木
犀
の
香
り
に
よ
っ
て
、
望
郷
の
想
い
を
静
め
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

楊
萬
里
は
、「
過
百
家
渡
」
詩
四
首
（『
全
宋
詩
』
卷
二
二
七
五
）
其
二
に
次
の
よ
う
に
詠
う
。

莫
問
早
行
奇
絶
處　
　

問
ふ
莫
か
れ　

奇
絶
の
處
に
早
行
す
る
か
と
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四
方
八
面
野
香
來　
　

四
方
八
面
よ
り　

野
香　

來
た
る
＊29

　
「
朝
早
く
か
ら
絶
景
の
場
所
に
お
出
か
け
で
す
か
」
と
問
う
て
く
れ
る
な
。
野
の
花
の
香
り
が
四
方
八
方
か
ら
漂
う
こ
の
場
所
が
素

晴
ら
し
い
の
で
、
遠
出
す
る
氣
な
ど
な
い
の
だ
か
ら
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
奇
絶
處
」（
絶
景
）
の
價
値
は
萬
人
が
認
め
、
追
い
求

め
る
が
、「
野
香
」
は
日
常
生
活
に
ご
く
當
た
り
前
に
存
在
し
、
人
は
あ
え
て
早
起
き
し
て
ま
で
は
味
わ
お
う
と
せ
ぬ
あ
り
ふ
れ
た
物

で
あ
る
。
楊
萬
里
は
、
誰
も
が
價
値
を
認
め
る
物
を
、
わ
ざ
わ
ざ
追
求
す
る
こ
と
に
意
味
を
見
い
だ
さ
ず
、
日
常
の
空
間
で
發
見
し
た

美
を
味
わ
う
こ
と
で
滿
足
し
た
。「
燒
香
七
言
」
詩
に
あ
て
は
め
れ
ば
、「
奇
絶
處
」
が
「
古
龍
涎
」
に
、「
野
香
」
が
「
蒸
木
犀
」
に

相
當
す
る
。
楊
萬
里
は
日
常
の
な
か
の
美
を
、
非
日
常
的
な
美
以
上
に
愛
し
み
、
そ
れ
を
自
ら
に
と
っ
て
の
「
真
富
貴
」
と
し
て
認
め

た
の
で
あ
る
。

五
　
南
宋
の
木
犀
香
─
─
結
び
に
か
え
て
─
─

　

本
稿
の
冒
頭
に
擧
げ
た
楊
萬
里
詩
の
、
龍
涎
香
・
沈
香
・
木
犀
の
組
み
合
わ
せ
は
、
じ
つ
は
も
う
一
例
み
え
る
。

却
悔
香
成
太
淸
絶　
　

却
て
悔
ゆ　

香
成
り
て　

太
だ
淸
絶
な
る
を

龍
涎
生
妬
木
犀
憎　
　

龍
涎　

妬
を
生
じ　

木
犀　

憎
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
楊
萬
里
「
和
仲
良
分
送
柚
花
沈
三
首
」
其
二　
『
全
宋
詩
』
卷
二
二
七
五
）
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香
り
は
「
太
だ
淸
絶
」
で
、
龍
涎
香
と
木
犀
が
嫉
妬
す
る
ほ
ど
だ
、
と
詠
う
。
こ
の
詩
で
は
「
柚
花
」
を
く
わ
え
た
合
香
「
柚
花
沈
」

香
で
あ
る
か
ら
、
單
な
る
沈
香
以
上
に
「
淸
」
な
る
香
り
は
際
立
っ
て
い
よ
う
。
木
犀
は
、
こ
の
詩
で
は
“
負
け
組
”
に
陷
っ
て
い
る

が
、
楊
萬
里
が
こ
の
三
種
の
香
を
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
と
、
古
龍
涎
の
か
わ
り
に
焚
い
た
蒸
木
犀
を
「
書
生
真
富
貴
」
と

詠
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
後
に
木
犀
香
を
取
り
上
げ
て
締
め
く
く
り
た
い
。

　

木
犀
は
桂
の
別
稱
で
あ
り
、
長
江
以
南
に
多
く
見
ら
れ
る
常
綠
樹
で
あ
る
。「
桂
」
と
し
て
は
『
楚
辭
』
以
來
、
登
場
す
る
が
、「
木

犀
」
と
い
う
語
は
、
管
見
で
は
宋
代
に
な
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
と
く
に
南
宋
に
な
っ
て
用
例
が
急
增
す
る
。
南
渡
に
よ
っ
て

士
大
夫
が
長
江
以
南
に
移
動
し
、
木
犀
の
生
育
地
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
木
犀
と
い
え
ば
、
有
名
な
逸
話
が
南
宋
の

釋
曉
瑩
『
羅
湖
野
錄
』
に
見
え
る
。
黄
庭
堅
が
黄
龍
山
（
江
西
省
）
の
晦
堂
和
尚
を
訪
ね
、『
論
語
』「
述
而
篇
」
の
「
吾
無
隱
乎
爾
」（
吾

隱
す
無
き
の
み
）
の
解
釋
を
和
尚
に
尋
ね
た
時
の
こ
と
、

　

時
當
暑
退
涼
生
、
秋
香
滿
院
。
晦
堂
乃
曰
、「
聞
木
犀
香
乎
」。
公
曰
、「
聞
」。
晦
堂
曰
、「
吾
無
隱
乎
爾
」。
公
欣
然
領
解
。（『
羅

湖
野
錄
』
卷
一
）

　

寺
院
い
っ
ぱ
い
に
花
の
香
り
が
滿
ち
た
。
お
も
む
ろ
に
和
尚
が
「
木
犀
の
香
り
を
お
聞
き
に
な
っ
た
か
」
と
い
い
、
黄
庭
堅
は
「
聞

き
ま
し
た
」
と
い
う
。
和
尚
が
、「
そ
れ
が
『
吾
無
隱
乎
爾
』
で
す
」
と
い
う
と
、
黄
庭
堅
は
そ
の
解
釋
に
感
嘆
し
た
。
こ
れ
は
木
犀

の
香
り
に
よ
っ
て
哲
學
的
命
題
を
解
説
し
た
逸
話
で
あ
る
が
、
薄
田
泣
菫
が
、「
寺
院
の
奥
ま
つ
た
一
室
に
對
座
し
て
ゐ
る
老
僧
と
詩

人
と
の
間
を
、
煙
の
や
う
に
脈
々
と
流
れ
て
行
つ
た
木
犀
の
か
ぐ
は
し
い
呼
吸
で
、
そ
の
呼
吸
こ
そ
は
、
單
に
花
樹
の
匂
と
い
ふ
ば
か

り
で
な
く
、
ま
た
實
に
秋
の
高
逸
閒
寂
な
心
そ
の
も
の
よ
り
發
散
す
る
香
氣
と
し
て
、
こ
の
主
客
二
人
の
思
を
淨
め
、
興
を
深
め
た
に
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相
違
な
い
」
＊30

と
述
べ
る
よ
う
に
、
木
犀
に
世
俗
を
超
脱
し
た
香
氣
を
嗅
ぎ
と
れ
て
こ
そ
成
立
す
る
逸
話
で
あ
る
。

　
『
陳
氏
香
譜
』
卷
一
＊31

に
よ
れ
ば
、
八
月
か
ら
九
月
に
廬
山
の
谷
間
に
咲
い
た
木
犀
を
摘
み
、
陰
干
し
に
し
て
合
香
す
る
と
よ
い
香

り
が
す
る
、
と
い
う
。
同
書
の
卷
三
に
は
、
咲
き
初
め
た
花
を
夜
明
け
前
に
採
っ
て
蜜
や
油
と
混
ぜ
、
罐
に
密
封
し
て
地
中
に
埋
め
、

一
月
前
後
寢
か
せ
る
な
ど
、
八
種
＊32

の
「
木
犀
香
」
の
合
香
を
載
せ
る
。

　

管
見
で
は
、
木
犀
を
詩
題
に
掲
げ
る
詩
は
南
宋
に
入
っ
て
急
增
し
、
木
犀
の
詩
を
數
多
く
作
っ
た
最
初
の
人
物
は
、
周
紫
芝

（
一
〇
八
二
〜
一
一
五
五
）
で
あ
る
。
周
紫
芝
は
宣
城
（
安
徽
省
宣
城
）
の
人
だ
が
、
廬
山
に
隱
棲
し
た
た
め
、
必
然
的
に
木
犀
を
多

く
目
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
周
紫
芝
は
、「
木
犀
沈
」
香
（
蒸
木
犀
香
か
？
）
の
詩
を
作
っ
て
い
る
。「
劉
文
卿
焼
木
犀
沈
爲

作
長
句
」（『
全
宋
詩
』
卷
一
五
二
〇
）
で
あ
る
。
冒
頭
に
、
舶
來
の
沈
香
と
國
産
の
木
犀
の
花
は
ど
ち
ら
も
芳
香
を
も
っ
て
い
る
と
詠

い
、

劉
郎
嗜
好
與
衆
異　
　

劉
郎　

嗜
好　

衆
と
異
な
れ
り

煮
蜜
成
香
出
新
意　
　

蜜
を
煮
て
香
を
成
し　

新
意
を
出
だ
す

周
紫
芝
は
、
劉
さ
ん
（
劉
文
卿
）
は
他
人
と
は
こ
と
な
る
嗜
好
を
お
持
ち
な
の
で
、
蜜
を
煮
て
木
犀
沈
香
を
作
り
、「
新
意
」（
新
し
い

境
地
）
を
創
出
さ
れ
た
、
と
賞
贊
す
る
。
さ
ら
に
、
他
の
香
料
を
あ
れ
こ
れ
入
れ
ず
と
も
、
木
犀
と
沈
香
は
本
來
、
同
じ
性
質
（「
同
氣
」）

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
つ
を
合
わ
せ
れ
ば
融
合
し
て
「
一
種
性
」
と
な
り
、「
香
嚴
」（
淸
潔
に
し
て
荘
厳
）
な
香
り
を
味
わ
え
る
の
だ
、

と
う
た
う
。『
陳
氏
香
譜
』
卷
三
に
收
錄
さ
れ
る
合
香
「
木
犀
香
」
八
種
の
中
に
、
こ
れ
と
同
じ
製
法
の
も
の
は
み
え
な
い
の
で
、
普

遍
的
な
製
法
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
楊
萬
里
の
蒸
木
犀
も
「
香
嚴
」
な
香
り
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
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劉
文
卿
が
木
犀
沈
の
「
新
意
」
を
「
出
」
だ
し
た
こ
と
は
、
言
い
方
を
變
え
れ
ば
、
香
の
個
性
化
で
あ
る
。
南
宋
に
入
っ
て
木
犀
の

詩
が
多
作
さ
れ
、
楊
萬
里
に
至
っ
て
「
書
生
真
富
貴
」
と
、
舶
來
の
名
香
（
を
冠
し
た
合
香
）
以
上
の
價
値
を
木
犀
の
香
に
見
い
だ
す

よ
う
に
な
っ
た
。「
龍
涎
香
」
の
授
受
も
南
宋
に
活
發
に
な
っ
た
こ
と
を
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
文
人
が
自
分
に
合
っ
た
香
を
追
求
し
、

ま
た
選
び
取
る
時
代
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

香
は
日
常
の
必
需
品
で
は
な
く
、
趣
味
性
の
強
い
贅
沢
品
で
あ
り
、「
長
物
」
で
あ
る
。
北
宋
の
黄
庭
堅
が
自
分
に
は
「
香
癖
」
が

あ
る
と
詠
っ
た
＊33
よ
う
に
、
香
に
對
す
る
強
い
執
着
を
も
つ
宋
代
文
人
は
少
な
く
な
い
。
と
は
い
え
、
文
人
の
日
常
生
活
を
い
ろ
ど
る

樣
々
な
長
物
は
、
琴
棋
書
畫
や
文
房
四
寶
だ
け
で
は
な
い
。
唐
以
前
の
文
人
の
收
集
對
象
は
室
内
で
の
趣
味
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
中
晩
唐
の
牛
李
の
党
爭
の
領
袖
で
知
ら
れ
る
牛
僧
儒
や
李
德
裕
は
、
そ
れ
ぞ
れ
豪
奢
な
邸
宅
や
別
墅
を
構
え
、
太
湖
石
な
ど

の
奇
石
を
蘇
州
か
ら
多
く
取
り
寄
せ
て
庭
園
に
配
置
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
領
袖
の
二
人
の
み
な
ら
ず
、
同
時
代
の
白
居
易
ら
も
同

樣
に
貴
族
的
で
豪
奢
な
嗜
好
品
を
收
集
し
た
。
宋
代
に
な
る
と
樣
相
は
一
變
し
、
貴
族
趣
味
は
、
文
人
皇
帝
徽
宗
な
ど
文
字
通
り
一
部

の
權
貴
の
も
の
と
な
っ
た
。
宋
代
の
士
大
夫
は
、
三
年
の
任
期
ご
と
に
轉
任
を
強
い
ら
れ
る
た
め
、
攜
帶
に
不
便
な
大
型
の
嗜
好
品
は

諦
め
、
攜
帶
可
能
な
小
型
の
道
具
、
す
な
わ
ち
居
室
を
飾
る
文
房
四
寶
な
ど
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
香
は
そ
の
文
人
趣
味
の

一
つ
で
あ
る
が
、
龍
涎
香
は
、
文
人
趣
味
と
貴
族
趣
味
の
合
間
に
位
置
す
る
。
文
人
た
ち
は
、
手
に
届
か
ぬ
希
少
な
寶
物
へ
の
憧
憬
を
、

合
香
に
よ
っ
て
實
現
せ
ん
と
し
た
。
そ
の
「
嫵
媚
」
な
る
香
り
に
時
に
は
少
々
辟
易
し
つ
つ
も
、「
長
物
」
の
一
つ
と
し
て
自
ら
の
空

間
に
な
じ
ま
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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＊
1	
劉
靜
敏
『
宋
代
《
香
譜
》
之
研
究
』（
文
史
哲
出
版
社　

二
〇
〇
七
年
）、
一
一
五
頁
。

＊
2		
北
宋
の
黄
庭
堅
は
香
を
愛
好
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
た
と
え
ば
、
早
川
太
基
「
詩
人
の
嗅
覺
─
─
黄
庭
堅
作
品
に
お
け
る
「
香
」
の
表
現

─
─
」（『
中
國
文
學
報
』
第
八
十
七
册　

京
都
大
學
文
學
部
中
國
語
學
文
學
研
究
室
内
中
國
文
學
會
、
二
〇
一
六
年
四
月
）
等
の
論
考
が

あ
る
。

＊
3	

山
田
憲
太
郎
『
東
亜
香
料
史
研
究
』（
一
九
七
六
年
二
月
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）、
二
七
六
頁
。

＊
4	

注
３
の
山
田
憲
太
郎
氏
著
書
、
一
八
七
頁
。

＊
5	『
鉄
圍
山
叢
談
』
卷
五
（
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊　

中
華
書
局　

一
九
九
七
年
）

＊
6	

北
宋
の
丁
謂
「
天
香
傳
」
に
、「
以
沈
香
爲
宗
」
と
い
う
。

＊
7	「
遂
絶
意
仕
途
、
終
身
隠
居
」（『
臨
川
縣
志
』
卷
四
十
三
）

＊
8	

謝
逸
「
以
水
沈
香
寄
呂
居
仁
戲
作
六
言
二
首
」（『
全
宋
詩
』
卷
一
三
〇
七
）

＊
9	

注
３
の
山
田
憲
太
郎
氏
著
書
、
二
七
七
頁
。

＊
10	

注
３
の
山
田
憲
太
郎
氏
著
書
、
二
六
七
頁
。

＊
11		

全
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
大
食
西
海
多
龍
、
枕
石
一
睡
、
涎
沫
浮
水
、
積
而
能
堅
。
鮫
人
探
之
以
爲
至
寶
。
新
者
色
白
、
稍
久
則
紫
、

甚
久
則
黑
。
因
至
番
禺
嘗
見
之
、
不
薫
不
蕕
、
似
浮
石
而
軽
也
。
人
云
龍
涎
有
異
香
、
或
云
龍
涎
氣
腥
能
發
衆
香
、
皆
非
也
。
龍
涎
於
香

本
無
損
益
、
但
能
聚
烟
耳
。
和
香
而
用
眞
龍
涎
、
焚
之
一
銖
、
翠
烟
浮
空
、
結
而
不
散
、
座
客
可
用
一
翦
分
烟
縷
。
此
其
所
以
然
者
、
蜃

氣
樓
臺
之
餘
烈
也
」。

＊
12		「
香
門
」
に
は
沈
水
香
・
蓬
莱
香
・
鷓
鴣
斑
香
・
箋
香
・
衆
香
（
光
香
・
沈
香
・
排
草
香
・
橄
欖
香
・
欽
香
・
零
陵
香
・
蕃
梔
子
）
を
収
録

す
る
。

＊
13	

顔
持
約
『
香
史
』、
丁
謂
『
天
香
傳
』、
洪
芻
『
香
賦
』、
沈
立
『
香
賦
』、
葉
庭
珪
『
南
蕃
香
録
』
な
ど
。

＊
14	

注
１
の
劉
靜
敏
氏
著
書
（
一
八
一
頁
）
は
潛
齋
の
『
香
譜
拾
遺
』
と
す
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
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＊
15	
温
子
皮
に
つ
い
て
は
、
劉
靜
敏
「『
陳
氏
香
譜
』
版
本
考
述
」（
臺
湾
『
逢
甲
人
文
社
会
學
報
』
第
十
三
期
、
六
十
三
頁
）
も
未
詳
と
す
る
。

＊
16	
注
３
の
山
田
憲
太
郎
氏
著
書
、
一
七
五
頁
。

＊
17		
范
成
大
『
桂
海
虞
衡
志
』「
志
香
」
に
、「
大
抵
海
南
香
氣
皆
淸
淑
、
如
蓮
花
・
梅
英
・
鵞
梨
・
蜜
脾
之
類
、
焚
一
博
投
許
氛
翳
彌
室
。
翻

之
四
面
悉
香
、
至
煤
燼
氣
亦
不
焦
、
此
海
南
香
之
辨
也
。」
と
い
い
、
陳
敬
『
陳
氏
香
譜
』
卷
一
「
沈
水
香
」
條
に
「
水
沈
、
出
南
海
、
凡

數
重
、
外
爲
斷
白
、
次
爲
棧
、
中
爲
沈
。
今
嶺
南
岩
高
峻
處
亦
有
之
、
但
不
及
海
南
者
香
氣
淸
婉
耳
」
と
い
い
、『
諸
蕃
志
』
卷
下
「
沈
香
」

條
に
「
海
南
亦
産
沈
香
、
其
氣
淸
而
長
、
謂
之
蓬
莱
沈
。」
と
い
う
。

＊
18	

蘇
軾
「
沈
香
山
子
賦
」（『
蘇
軾
文
集
』
卷
一
）
に
、「
獨
沈
水
爲
近
正
、
可
以
配
薝
蔔
而
並
云
。」
と
い
う
。

＊
19	

陳
敬
著
、
嚴
小
靑
編
著
『
新
纂
香
譜
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
五
年
）

＊
20	

注
３
の
山
田
憲
太
郎
氏
著
書
、
一
七
五
頁
。

＊
21	

宮
崎
市
定
「
中
國
に
お
け
る
奢
侈
の
変
遷
─
─
羨
不
足
論
─
─
」（『
中
國
文
明
論
集
』
岩
波
文
庫
、
一
九
九
五
年
第
一
刷
）

＊
22		

内
訳
は
、
内
府
龍
涎
香
、
王
將
明
太
宰
龍
涎
香
、
楊
古
老
龍
涎
香
、
亞
里
木
吃
蘭
脾
龍
涎
香
、
龍
涎
香
、
龍
涎
香
、
龍
涎
香
、
龍
涎
香
、

龍
涎
香
、
南
蕃
龍
涎
香
、
龍
涎
香
、
龍
涎
香
、
龍
涎
香
、
智
月
龍
涎
香
、
龍
涎
香
、
龍
涎
香
、
古
龍
涎
香
、
古
龍
涎
香
、
古
龍
涎
香
、
白

龍
涎
香
、
小
龍
涎
香
、
小
龍
涎
香
、
小
龍
涎
香
、
小
龍
涎
香
、
の
全
二
十
四
種
で
あ
る
。

＊
23		

こ
の
ほ
か
に
、「
僞
品
」
の
龍
涎
香
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
山
田
憲
太
郎
氏
は
、「
タ
ー
ル
と
い
う
ア
ン
バ
ル
を
呑
み
こ
む
大
魚
の
、
腹
部
の
中
」

のm
and

と
呼
ば
れ
る
部
分
が
、
ア
ン
バ
ル
を
珍
重
す
る
ア
ラ
ビ
ア
人
に
出
回
っ
て
い
た
と
指
摘
す
る
（
前
掲
書
二
七
五
頁
）。
中
國
に
そ

れ
が
流
通
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
本
稿
で
は
そ
の
判
別
は
措
く
こ
と
と
す
る
。

＊
24	

木
犀
香
な
ど
、
花
の
香
は
例
外
で
あ
る
。

＊
25		

王
洋
の
「
龍
涎
香
」
詩
（『
全
宋
詩
』
卷
一
六
九
〇
）
は
授
受
の
詩
で
は
な
く
、
詠
物
詩
で
あ
る
。「
未
參
南
海
素
馨
仙
」
と
、
龍
涎
香
の

香
り
を
「
參
」
じ
た
こ
と
が
な
い
と
表
明
し
て
い
る
た
め
、
想
像
で
詠
ん
だ
詩
の
可
能
性
も
あ
る
。

＊
26	『
宋
會
要
輯
稿
』
第
八
六
册
（
國
立
北
平
圖
書
館
、
上
海
大
東
書
局
、
民
國
二
五
年
影
印
）
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＊
27		『
山
家
淸
供
』
下
卷
に
み
え
る
。
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
又
有
採
花
略
蒸
、
曝
乾
作
香
者
、
吟
邊
酒
裏
、
以
古
鼎
燃
之
、
尤
有
淸
意
。

童
用
師
禹
詩
云
、『
膽
瓶
淸
氣
撩
詩
興
、
古
鼎
餘
葩
暈
酒
香
』、
可
謂
此
花
之
趣
也
。」（
林
洪
撰
、
章
原
編
著
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）

＊
28	

辛
更
儒
箋
校
『
楊
萬
里
集
箋
校
』（
中
華
書
局　

二
〇
〇
七
年
）
に
よ
る
。

＊
29	

訓
讀
は
、『
宋
詩
選
注
』（
錢
鍾
書
著
、
宋
代
詩
文
研
究
會	

訳
注
、
全
四
册
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
）
に
拠
っ
た
。

＊
30	

薄
田
泣
菫
「
木
犀
の
香
」（『
薄
田
泣
菫
全
集
』
第
五
卷　

創
元
社　

一
九
三
九
年
）

＊
31		「
木
犀
香
」
に
、「『
向
余
異
苑
圖
』
云
、『
岩
桂
、
一
名
七
里
香
、
生
匡
廬
諸
山
谷
間
。
八
九
月
開
花
、
如
棗
花
、
香
滿
岩
谷
。
採
花
陰
乾

以
合
香
、
甚
奇
。
其
木
堅
靭
、
可
作
茶
品
、
紋
如
犀
角
、
故
號
木
犀
。』」
と
い
う
。

＊
32	

内
訳
は
、
呉
彦
荘
木
犀
香
、
智
月
木
犀
香
、
木
犀
香
、
木
犀
香
、
木
犀
香
、
木
犀
香
、
木
犀
香
、
桂
花
香
、
の
全
八
種
で
あ
る
。

＊
33	

黄
庭
堅
「
賈
天
錫
惠
寶
薫
乞
詩
予
以
兵
衛
森
畫
戟
燕
寝
凝
淸
香
十
字
作
詩
報
之
」
其
五
『
全
宋
詩
』
卷
九
八
三
。


